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若手研究者の育成・研究活動を支援 
令和 8（2026）年度 DR11 人、HIRAKU-Global 教員 7 人を決定  

 

 

 

広島大学では、研究力の強化に向けて、将来を担う若手研究者の育成と研究活

動の支援に取り組んでいます。 

このたび、令和 8（2026）年度の「特に優れた研究を行う若手教員（DR：

Distinguished Researcher）」として 11 人を認定するとともに、「HIRAKU-

Global」プログラムの第 7 期生となる教員 7 人を採択しました。 

 

■令和 8 年度 DR 11 人を認定 

「DR（Distinguished Researcher）」は、特に優れた研究を行う若手教員を認

定し、重点的に研究支援を行う制度です。 

研究業績、外部資金の獲得状況、学術賞の受賞歴など、分野の特性に応じた多

面的な指標により選考しています。認定期間は原則 3 年間です。 

認定者は、１人あたり年間 30 万円の研究費の支援に加え、J-PEAKS 事業の

一環として実施する「広島大学若手教員海外派遣プログラム」において、海外

派遣に係る旅費（上限 200 万円）および所属部局への環境整備費（上限 100

万円）の支援を優先的に受けることができます。 

DR 制度は平成 24（2012）年度に創設され、今回の 11 人を含め、これまで

に 53 人を認定しています。 

 

令和 8 年度認定 DR：11 人 

大学院人間社会科学研究科 1 人 

大学院先進理工系科学研究科 5 人 

大学院統合生命科学研究科 1 人 

大学院医系科学研究科（医） 2 人 

病院 1 人 

原爆放射線医科学研究所 1 人 

※認定者一覧は別紙 1 参照 

 

■HIRAKU-Global 第 7 期生 7 人を採択 

「HIRAKU-Global」は、世界で活躍できる研究者の育成を目指すプログラムで

す。広島大学を代表機関として、山口大学、徳島大学、愛媛大学と連携し、中

国・四国地区の強みを生かした研究者育成に取り組んでいます。 

このたび、第 7 期生となる「HIRAKU-Global Researcher」7 人を採択しま

した。広島大学 4 人、山口大学、徳島大学、愛媛大学から各 1 人が参加します。 

採択者は、スタートアップ研究費（2 年間で最大計 200 万円）と海外への中長



期派遣（3 年間で最大計 200 万円）の支援に加え、メンターによる助言、キャ

リア形成や能力開発に関するイベント・セミナーへの参加などを通じて、研究

力や研究マネジメント力を高め、世界で活躍できる研究者を目指します。 

これまでに 39 人を育成教員として採択しています。 

第 7 期 HIRAKU-Global Researcher：7 人 

広島大学 4 人 

山口大学 1 人 

徳島大学 1 人 

愛媛大学 1 人 

※採択者一覧は別紙 2 参照 

 

■若手研究者のさらなる飛躍を支援 

広島大学では、優れた研究に挑戦する若手研究者を発掘・支援するとともに、

将来、世界を舞台に活躍する研究者の育成に取り組んでいます。 

今後も、若手研究者が自由な発想のもとで研究に挑戦し、その成果を国内外に

発信できる環境の充実を図り、本学の研究力のさらなる向上につなげていきま

す。 

 

 

（参考） 

HIRAKU-Global サイト：https://www.hiroshima-u.ac.jp/hiraku-g 

世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業のサイト：

https://www.researcherplus.mext.go.jp/. 

 
【お問い合わせ先】 

（DRについて） 

学術社会連携室 未来共創科学研究本部 研究戦略部 

研究戦略推進部門 村上 尚子 

TEL:082-424-9100 

 

（HIRAKU-Global Researcherについて） 

学術・社会連携室 学術・社会連携支援部 

研究推進グループ 天野祐子 

TEL:082-424-7408 
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DR 有松 唯 ARIMATSU YUI  准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院人間社会科学研究科

東京大学 修士（文学）
リヨン第2大学 博士（古代世界
言語・歴史文明学）

人文学 / 考古学

研究者総覧のページはこちら

古代国家形成 / 鉄の文明史 / 西
アジア / 鉄器時代 / 文化遺産

専門は中近東の考古学で、人類史における国家形成プロセスの理論・実証研究を行っている。近年は、鉄の技術革
新の起源と伴う社会変革の解明に取り組んでいる。JST創発的研究支援事業に採択され、中東やコーカサスを対象に
学際的な研究を推進し、質の高い論文（Q1ジャーナルへの掲載）を執筆している。また、文化遺産の保全や遺産化
に係るプロジェクトや国際会議を協働・主導して、地域社会の課題解決にも積極的に取り組んでいる。

NO IMAGE 

DR 武見 充晃 TAKEMI MITSUAKI 准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院先進理工系科学研究科

慶應義塾大学 修士（工学）
慶應義塾大学 博士（工学）

複合領域 / 脳科学 / 脳計測科学
複合領域 / 健康・スポーツ科学 / 身体教育学

研究者総覧のページはこちら

ニューロテクノロジー / ブレイン
テック / 脳波 / 非侵襲脳刺激
運動制御 / 運動学習 / システマ
ティックレビュー/メタアナリシス

ヒトの運動機能を対象に、脳刺激・脳計測・AIを組み合わせたニューロテクノロジー研究を行っている。JSTさきが
けやムーンショット型研究開発事業など、これまでに約4.7億円の外部資金を獲得し、直近3年間で17報の英文論文
を発表している。大学発スタートアップの創業に加え、「ブレイン・テック ガイドブック / エビデンスブック」が
OECDの Neurotechnology Toolkit で紹介されるなど、研究成果を社会実装や国際的な政策議論へ展開している。



DR 岡﨑 啓史 OKAZAKI KEISHI  准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院先進理工系科学研究科

広島大学 修士（理学）
広島大学 博士（理学）

数物系科学 / 地球惑星科学 / 固体地球
惑星物理学・地質学・岩石-鉱物-鉱床学

研究者総覧のページはこちら

プレートテクトニクス/沈み込み
帯/地震/海洋プレート/海洋地殻
/マントル/変成岩/レオロジー/
破壊/高温高圧実験

地球を含む天体内部の様々な環境（低温/高温、低圧/高圧、低速/高速）で起こっている様々な変形や流体移動を実
験室で再現するために様々な高温高圧岩石変形透水試験機を作ったり改良しながら研究をおこなっている。 JST創
発的研究支援事業、科学研究費助成事業 基盤研究(A)2回、NEDOフロンティア育成事業などの外部資金を獲得。特
に近年は、地震-非地震境界の岩石の破壊・摩擦・流動特性、天体の“新陳代謝”を支配する天体深部岩石流動特性、
水素増進生成回収に関連した反応・変形・流体移動などに興味を持ち研究をおこなっている。

DR 村松 悟 MURAMATSU SATORU  准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院先進理工系科学研究科

東京大学 修士（理学）
東京大学 博士（理学）

化学 / 基礎化学 / 物理化学

研究者総覧のページはこちら

レーザー分光 / 光化学 / 
気相分光 / 極低温分光 / 
クラスター科学 /典型元素化学

化学というとフラスコの中をイメージしがちですが，実はそこには不純物・溶媒・大気の熱などの大量の“邪魔者”
が潜んでいます。私はそこからターゲット分子だけが孤立した究極にクリーンな環境下でのレーザー分光研究を推
進しています。JST創発的研究支援事業（2024年度）などの支援を受けながら，この技術にさらなる磨きを掛け，
理論的に予測された化学結合状態の解明や，隠れていた分子機能の開拓に挑戦しています。



DR 樽谷 直紀 TARUTANI NAOKI   准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院先進理工系科学研究科

大阪府立大学 修士（工学）
大阪府立大学 博士（工学）
化学 / 材料化学 / 無機工業材料
工学 / 材料工学 / 複合材料・表界面工学
総合理工 / ナノ・マイクロ科学 / ナノ材料化学
工学 / 材料工学 / 無機材料・物性

研究者総覧のページはこちら

ゾル-ゲル化学 /コロイド化学/ 
ハイブリッド材料 /ナノ材料 / 
多孔質材料

無機材料化学・ナノ材料化学が専門であり、ナノ粒子の自己組織化や微細構造制御を通じて、触媒や環境材料の開
発に取り組んでいる。これまでに、JST創発的研究支援事業をはじめとして1.4億円を超える研究費を代表者として獲
得しており、原著論文53報の実績がある。文部科学省の卓越研究員や世界で活躍できる研究者戦略育成事業
HIRAKU-Global選抜教員にも選抜されるなど、高い評価を受けている。

DR 齋藤 光代 SAITO MITSUYO  准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院先進理工系科学研究科

広島大学 修士（学術）
広島大学 博士（学術）

環境学 / 環境創成学 / 自然共生システム

研究者総覧のページはこちら

環境/地質/地下水/沿岸域/人間
活動/気候変動/ブルーカーボン

陸域からの水・物質輸送が沿岸環境に及ぼす影響についての幅広い研究に取り組み、近年は「海底湧水が藻場（ブ
ルーカーボン）生態系に及ぼす影響」や「人間活動・気候変動が沿岸域の物質循環に及ぼす影響」に関するプロ
ジェクトを主導している。これまで代表者として8,300万円（分担を含む総額は1億円以上）の競争的資金を獲得し、
ブラジル、インドネシア、中国をはじめとする国際共同研究実績も豊富で、成果としてSCI論文54編を発表している。



DR 加藤 節 KATO SETSU   准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院統合生命科学研究科

東京大学 修士（農学）
東京大学 博士（農学）

農学 / 農芸化学 / 応用微生物学
生物学 / 生物科学 / 分子生物学

研究者総覧のページはこちら

大腸菌 / 一細胞解析 / 定量生物
学 / 細胞死

大腸菌をモデル微生物として、顕微鏡を用いた一細胞観察と定量解析を組み合わせることで、生命現象の新たな原
理の解明に取り組んでいる。JST創発的研究支援事業では、大腸菌の細胞死機構を解明し、細胞死の予測と制御を目
指す研究を推進している。また、GteX、CREST、学術変革領域研究（B）などの研究プロジェクトにも参画し、単一
細胞解析を基盤とした生命科学研究を展開している。

DR 大野 敦司 OONO ATSUSI   講師

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院医系科学研究科（医）

広島大学 博士（医学）

医歯薬学/内科系臨床医学/消化器内科学

研究者総覧のページはこちら

肝癌／ウイルス性肝炎

専門は肝臓病学・消化器病学。肝細胞癌および慢性肝疾患を対象に、免疫微小環境、ゲノム解析、空間オミクスを
融合したトランスレーショナルリサーチを推進している。免疫療法の新規バイオマーカーや発癌リスク評価に関す
る研究成果を国際誌で発信するとともに、AMEDや科研費など代表課題として約1億円の外部研究資金を獲得し、基
礎研究の成果を臨床へ還元する研究を展開している。



DR 秋田 智之 AKITA TOMOYUKI   講師

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

大学院医系科学研究科（医）

広島大学 修士（理学）
広島大学 博士（理学）

医歯薬学 / 社会医学 / 疫学・予防医学

研究者総覧のページはこちら

数理疫学 / 医学統計学 / 衛生
学・公衆衛生学

生物統計学、疫学を専門とし、大規模医療データと統計科学・数理モデルを活用した臨床・公衆衛生研究を行って
いる。献血・血液製剤の需給予測や疾病負担推計・将来予測モデルの開発を通じて、医療政策・公衆衛生施策に資
する科学的根拠を創出している。これまでに166編の査読付き論文を発表し、科研費・厚生労働科学研究費の研究代
表として2,000万円を超える競争的研究費を獲得している。

DR 錦見 満暁 NISHIKIMI MITSUAKI   特任講師

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

病院危機医療センター

慶應義塾大学 修士（医学）
名古屋大学 博士（ 医学 ）

救急集中治療

研究者総覧のページはこちら

写真の貼付を
お願いします Precision Critical Care /蘇生

医学/ECMO/急性呼吸窮迫症
候群/心肺停止

救急集中治療医学を専門とし、ECMOを要する重症呼吸・循環不全患者を対象とした多施設共同研究やAIを活用
した医療研究に取り組んでいる。世界最大規模のECMO画像データベース「J-CARVE registry」や、13カ国が参
加する国際共同研究「EXTEND ARDS study」を主導し、筆頭・責任著者として50報以上の国際論文を発表して
いる。AMEDや科研費基盤研究（B）などの大型研究費を獲得し、AIによる個別化治療支援システムの開発を通じ
て、重症患者診療の高度化を目指している。



DR 浅野 孝基 ASANO TAKAKI  准教授

配属先

学位

専門

研究者総覧

研究
キーワード

原爆放射線医科学研究所

広島大学 博士（医学）

医歯薬学 / 内科系臨床医学 / 小児科学

研究者総覧のページはこちら

先天性免疫異常症 / 宿主遺伝子異常
/ 単一遺伝子疾患 / 放射線影響研究 / 
中和抗体 / サイトカイン中和抗体に
よる免疫異常症類似疾患

小児科学、先天性免疫異常症が専門。「希少疾患から普遍的な医療へ」を研究理念に、先天性免疫異常症の研究を
基盤として、難治性疾患の病態解明と精密医療の実現を目指している。さらにDNA修復異常症を通じた放射線感受
性研究にも取り組み、希少疾患研究を放射線影響研究へ展開している。これまでにAMED難治性疾患実用化事業な
どで研究代表者を務め、総額約7,000万円の競争的研究費を獲得している。国際共同研究を通じて、希少疾患研究か
ら普遍的な医学・医療の創出を目指すトランスレーショナルリサーチを推進している。



池端 蕗子 

大学院人間社会科学研究科 

（中東地域研究、イスラーム世界論、

宗教の国際政治学） 

松島 慶 

大学院先進理工系科学研究科 

（計算科学） 

西條 春信 

大学院人間社会科学研究科 

（政治学） 

山口大学（１名） 愛媛大学（１名） 徳島大学（１名） 

Wu Jing 

大学院創成科学研究科 

（黄砂、ダス ト発生、  

乾燥地リモー トセンシ ング）  

Zhang Youyue 

先端研究院地 球深部ダ イナミクス研 究センタ ー 

（地球物理、惑星科学高圧物質科学） 

高田 春風 

大学院医歯薬学研究部 

（薬物動態学、生物薬剤学） 

2026 年度 第７期 HIRAKU-Global 教員 採択者一覧 

秋澤 紀克 

大学院先進理工系科学研究科 

（地球科学） 

広島大学（４名） 
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※顔写真下部に 

氏名、所属、研究分野を掲載。 


